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　東串良町は10月１日に、町制施行90周年を迎えま
す。今回は ‘町民と共に築く東串良’ と題して、15人
の町民に「これからの東串良をどのように描くか？」を
取材しました。議員の抱負と町民の皆様の夢と希望を
お届けします。

特 集
町民と共に築く 東串良

議員の議員の
抱負抱負

　

町
の
発
展
は
、
町
民
の
英
知
を

集
め
た
地
域
産
業
の
振
興
策
と
総

合
福
祉
対
策
の
活
発
な
政
策
論
議

が
必
要
で
あ
り
、
特
に
基
幹
産
業

で
あ
る
施
設
園
芸
な
ど
の
農
業
経

済
対
策
は
、
町
の
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
を
目
指
す
重
要
な
課
題

で
す
。
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

議　
長

田
之
畑
　
稔

泊
　
重
巳

副
議
長

西
園
　
貞
美

上
園
　
ミ
キ

牧
原
　
完
治

宮
地
　
利
雄

前
田
　
隆

瀨
戸
山
譲
一

小
川
　
香
織

児
玉
　
勇
治

　

こ
の
一
年
も
、
子
ど
も
と
孫
に

安
心
し
て
引
き
継
げ
る
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
為
せ
ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も 

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な

り
け
り
」
の
ご
と
く
、
残
り
任
期

を
町
民
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

町
も
議
会
も
住
民
福
祉
向
上
と

い
う
目
的
が
あ
る
の
で
、
こ
の
目

的
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

教
育
産
業
常
任
委
員
で
の
①
農

業
対
策
②
物
産
館
運
営
③
学
校
施

設
整
備
の
調
査
に
努
め
る
。

　

地
場
産
業
を
盛
り
あ
げ
て
、
町

民
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
有
言

実
行
で
頑
張
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
と
は
何
か
。
そ
れ
は

“
政
”（
ま
つ
り
ご
と
）
を
私
た
ち

庶
民
が
決
め
て
い
く
こ
と
。
そ
の

時
代
が
や
っ
て
き
た
。

　

議
会
・
議
員
の
責
務
を
果
た
し
、

届
け
ら
れ
た
声
を
背
景
に
将
来
に

向
か
っ
て
活
力
あ
る
町
の
実
現
に

力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

♪
朝
日
直
射
す
有
明
の
～
中
学

校
の
校
歌
で
す
。
平
成
の
大
合
併

で
も
本
町
は
自
立
を
選
択
。
新
た

な
未
来
へ
さ
あ
、
漕
ぎ
出
そ
う
。

　
「
議
会
が
ん
ば
っ
て
ね
」
の
こ
と

ば
が
私
の
元
気
の
源
で
す
。
町
民

の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
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町制

90周年
記念 町民と共に築く

瀬
戸
口 

真
緒
さ
ん

（
池
之
原
）

前
園 

富
久
美
さ
ん

（
岩
弘
）

林
　
弥
生
さ
ん

（
新
川
西
）

松
尾 

一
さ
ん

（
柏
原
）

芝
原 
エ
イ
子
さ
ん

（
川
東
北
部
）

櫻
木 

孝
二
さ
ん

（
新
川
西
）

大
坪 

富
弘
さ
ん

（
川
東
北
部
）

中
川 

唯
李
佳
さ
ん

（
柏
原
）

川
畑 

幸
世
さ
ん

（
池
之
原
）

中
村 

康
子
さ
ん

（
豊
栄
）

中
野 

京
子
さ
ん

（
川
東
南
部
）

村
岡 

大
輔
さ
ん

（
池
之
原
）

林
田 

羊
平
さ
ん

（
新
川
西
）

村
吉 

哲
哉
さ
ん

（
川
西
）

宮
地 

彰
さ
ん

（
川
東
北
部
）町民の町民の

夢夢とと
希望希望

3 東くしら町議会だより



　

固
定
資
産
税
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
関
係
交
付
金
が
対
前
年
度
比
で
、
約

２
５
８
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
付
金
の
基
礎
と
な
る
志
布

志
石
油
備
蓄
基
地
の
償
却
資
産
の
経
年

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度
当

初
予
算
は
５
億
円
で
し
た
が
、
年
度
末

で
10
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
今
回
の
当
初
予
算
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
を
10
億
円
計
上
し
、

５
億
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
関
係

寄
附
金

　令和４年第１回定例会は、３月７日から３月17
日までの11日間の会期で開きました。
　今定例会では、当初予算６件、補正予算５件、単
行議案13件等を審議しました。（関連記事P.12、13）
　また、一般質問には６人の議員が執行部に質問
を行いました。（関連記事P.14 ～ 20）

　一般会計当初予算は60億8600万円（対前年度比
　約７億円増、13.6％増）で、好調なふるさと納税
寄附金は10億円を計上しました。主な施策は、防
災施設を新たに建設する予定（関連記事P.６）であ
り、一般会計当初予算は賛成多数で可決しました。
　歳入・歳出のあらましは、次のとおりです。

と納税好調

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

町税の内訳
区　分 金　額 対前年度比

町民税 1億7643万円 119万減

個人 1億5678万円 ７万増

法人 2090万円 126万減

固定資産税 4億9434万円 391万減
志布志石油
備蓄基地分 2億7801万円 258万減

軽自動車税 2867万円 84万増

種別割 2782万円 84万増

環境性能割 84万円 －

町たばこ税 4080万円 －

町税
７億4024万円
（12.2％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（39.9％）
依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（60.1％）

繰入金
５億2334万円
（8.6％）

寄附金
10億円
（16.4％）

地方交付税
16億9000万円
（27.8％）

町債（借入金）
７億2400万円
（11.9％）

県支出金
５億1581万円
（8.5％）

国庫支出金
５億2477万円
（8.5％）

地方消費税等
２億234万円（3.3％）

分担金・使用料等
１億6547万円
（2.7％）

ふるさと
納税など

歳  入
60億

8600万円

使いみちの
決まっている各事業
（農業や福祉など）への

補助金

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金

町の
貯金から
出すお金

ピックアップピックアップ

４年度４年度
当初予算当初予算

歳
入
増
減
の
要
因

（
自
主
財
源
）

ｐａｒｔ１

過去５年度の「ふるさと納税」

0

2

4

6

8

10

12
（億円）

３億
6893万円
３億
6893万円

H29H29 H30H30 H31
（R元）
H31
（R元） （令和４年３月末時点）（令和４年３月末時点）

Ｒ２Ｒ２ Ｒ３Ｒ３

７億
1638万円
７億
1638万円

４億
3338万円
４億
3338万円

８億
9501万円
８億
9501万円

11億
3137万円
11億
3137万円
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依
存
財
源
の
約
半
分
を
占
め
る 

地
方
交
付
税
は
、
本
年
度
は
16
億 

９
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４ 

５
１
６
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
前
年
度
比
で
、
１
億
３
１
３
９ 

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

理
由
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

が
増
え
た
も
の
で
す
。

　

対
前
年
度
比
で
、
８
０
６
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

対
前
年
度
比
で
、
約
６
０
３
９
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
は
、
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整

備
等
特
別
対
策
事
業
や
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
等
の
補
助
金
の
減
に
よ

る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
使
い
み
ち
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

地
方
交
付
税

町
債
（
町
の
借
入
金
）

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

過去最多予算 ふるさ

町税
７億4024万円
（12.2％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（39.9％）
依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（60.1％）

繰入金
５億2334万円
（8.6％）

寄附金
10億円
（16.4％）

地方交付税
16億9000万円
（27.8％）

町債（借入金）
７億2400万円
（11.9％）

県支出金
５億1581万円
（8.5％）

国庫支出金
５億2477万円
（8.5％）

地方消費税等
２億234万円（3.3％）

分担金・使用料等
１億6547万円
（2.7％）

ふるさと
納税など

歳  入
60億

8600万円

使いみちの
決まっている各事業
（農業や福祉など）への

補助金

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金

町の
貯金から
出すお金

民生費
13億2337万円
（21.7％）

総務費
7億4311万円
（12.2％）

農林水産業費
５億4552万円
（9.0％）

土木費
３億1852万円
（5.4％）

公債費
（借入の返済）
６億304万円
（9.9％）

商工費
10億7836万円
（17.7％）

教育費
４億4869万円
（7.4％）

消防費
５億5205万円
（9.1％）

衛生費
３億9354万円
（6.5％）

その他
7209万円
（1.2％）

歳  出
60億

8600万円

営農対策、
岩弘ほ場整備などに

使うお金

観光整備、
公園管理などに
使うお金

ワクチン接種や健診、
ごみ収集業務
などに使うお金

町制90周年
記念事業、
防災施設建設
などに使うお金

児童手当、
医療費給付、
敬老年金などに
使うお金

学校給食の業務、
タブレットの

フィルタリングソフト
などに使うお金

特別会計当初予算額

国民健康保険会計
１１億３５１２万円

介護保険会計（保険事業勘定）
９億６０００万円

介護保険会計（サービス事業勘定）
４４２万円

後期高齢者医療会計
１億５６７万円

（単位：千円以下切り捨て）

水道事業会計当初予算額

収　入 支　出
収益的 １億８７万円 １億３２７７万円

資本的 － １億２１００万円

（単位：千円以下切り捨て）

歳
入
増
減
の
要
因

（
依
存
財
源
）

ｐａｒｔ2
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こどもに夢を　
若者にロマンを

お年寄りに愛を
防災

質
疑

防災

　庁舎北側に鉄筋コンクリート造２階建て（床面積
579.25 ㎡）の施設を新築します（□□囲み部分）。
　主な用途は、災害対策室、防災資機材等備蓄倉庫、
緊急車両の格納、非常用電源施設です。

　屋内の段差の解消や駐車場に屋根を設置す
るなど、誰もが不自由なく快適に利用できる
ユニバーサルデザイン化というものも検討し
てもらえるか。

　防災施設の工事に関連し、庁舎の外構工事で、駐
車場等を整備します。また、役場１階の自動ドアを
含むガラス窓に、雨戸と電動シャッターを設置しま
す。

　可能な限りユニバーサルデザインを取り入
れたいと思っている。しかし、構造上の問題
や予算等によりできないものがあることも考
えられる。

防災施設を新築
2 億 6550万円

外構工事と雨戸を設置
4070 万円

笑顔あふれる

まちづくり

使いみち使いみち

問 答
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防災
環境

生活

新規
福祉

観光

畜産

新規
福祉

　池之原小学校の正門付近とプール側ののり面工
事（9000万円）、中学校トイレの改修工事（2700
万円）を行います。

　公営住宅棟長寿命化計画に基づき、屋根の防水、
外壁塗装など、改修工事をします。

　令和４年２月～９月の間、保育士等に対し、３％
（月額 9,000 円程度）賃金改善に必要な費用を補
助します。

　滞在型観光の振興を図るため、宿泊用ドームハ
ウスを新たに２棟整備します。

　肉用牛飼養農家の過重労働を軽減するため、ヘ
ルパー要員が飼養管理を代行します。

　肝付町社会福祉協議会に「おおすみ地域成年後
見センター」が設置されるので業務を委託します。
　成年後見制度は、「認知症や知的・精神障害な
どの理由で判断能力が不十分な方を悪質商法など
の不利益な契約から保護し、支援するもの」です。

当初予算に対する質疑や討論、附帯決議は次のページ…

児童生徒にとって安全で
快適な環境を整備

1 億 1400万円

川西団地、 
松原団地を改修

3390 万円

保育士等処遇改善
臨時特例補助金

427 万円

ふれあいの森に
ドームハウス２棟整備

3780 万円

肉用牛定休型ヘルパー制度
30 万円

成年後見制度事業を委託
173 万円

7 東くしら町議会だより



　

施
政
方
針
に
お
い
て
町
長
は
、

町
道
改
修
の
新
規
路
線
と
し
て

「
池
之
原
大
隅
線
（
長
さ
８
２
３

ｍ
）
の
拡
幅
と
改
良
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
」
を
表
明
し
ま
し

た
。
池
之
原
大
隅
線
の
事
業
費

見
込
額
は
1
億
８
４
０
０
万
円
で

す
。
こ
の
う
ち
、
今
年
度
予
算
に

は
、
５
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、

測
量
設
計
と
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
池
之
原
大
隅
線
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
議
会
で
測

量
設
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、
議

会
は
隣
接
地
の
土
地
陥
没
へ
の
懸

念
が
あ
り
附
帯
決
議
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
町
執
行
部
は
こ

の
路
線
に
関
し
て
の
予
算
執
行
を

見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
、
議
会
が
指
摘
し
た
課
題
に
つ

い
て
の
対
応
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
町
執
行
部
の
施
政
が
問
い

た
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

工
事
を
開
始
す
る
ま
で
に
、
再

度
、
地
盤
状
況
、
地
下
状
況
な
ど
、

調
査
を
行
う
意
思
は
な
い
か
。

　
　

線
路
の
跡
地
で
、
頑
強
だ
と
思

う
。
測
量
の
時
点
で
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
（
陥
没
し
た
土
地
の
解
決
も
あ
わ

せ
て
）
同
時
進
行
で
工
事
を
し
て
い
く

と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
定
住
住
宅
地
は
、
も
う
少
し
置
く
。

同
時
進
行
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

道
路
だ
け
は
先
に
さ
せ
て
ほ
し
い
。

質

疑

問答問答

　
　

今
は
安
全
で
、
陥
没
は
な
い
と

い
う
、
根
拠
は
何
か
。

　
　

測
量
を
し
、
そ
の
内
容
が
出
た

結
果
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
対
応
を
す
る

よ
う
に
今
の
技
術
で
道
路
構
造
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

　
　

専
門
家
に
委
託
し
、
今
の
現
状

で
何
も
心
配
要
り
ま
せ
ん
よ
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
や
る
ん

だ
っ
た
ら
や
れ
ば
い
い
の
で
は
。

　
　
予
算
を
出
す
の
は
あ
と
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
陥
没
に
つ
い
て

は
、
今
変
状
は
な
い
と
い
う
の
は
事
実
。

問答問答

右奥に「にぎやかタウン雪山」右奥に「にぎやかタウン雪山」

池
之
原
大
隅
線
改
良
舗
装
事
業

論
点
は
隣
接
地
の
土
地
陥
没
へ
の
懸
念

�豊栄地区の活性化に必要な路線
　豊栄に抜けるのはこの池之原大隅線

しかない。将来的には池之原住宅地と豊栄活性
化のためにこの路線を生かした検討をしなけれ
ばならないと思う。
　今は、急な勾配をつくってカーブで豊栄まで
抜けているが、豊栄活性化を将来的に考えた場
合、この大隅路線復活が原動力、起点になると
思う。

牧原　完治議員 泊　重巳議員
将来的に住民の不安となりうる
　北側の住宅敷地は町が住宅を買い取

り、また曳家をされ、２億円以上の一般財源を
執行し、住民に対しては解決している。南側の
敷地も一部陥没があったが、また車の振動で南
側の敷地も陥没した場合には、多額の予算が必
要になる。今の池之原大隅線は交通に何ら支障
ないと、一般質問で町長は言われた。陥没の対
策もまだしていない。

当初予算への
　討 論
賛成
討論

反対
討論

討論討論
附帯決議附帯決議
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牧原　完治議員
❶と❷の附帯決議に反対
　❶は、町長、企画課長、建設課長か

らいろんな説明がされている。
　❷は、（組合議会で）負担金の小さい数字ま
で質問した。消防長の返答では、東串良の負担
金は高く、近々主管課長会で再検討すると返答
もいただいた。ここで附帯決議を出す以上に、
私は、消防議員としては頑張っている。

附帯決議への
　討 論

�いまだに安全ではない
　池之原大隅線沿いには、にぎやかタ

ウン雪山がある。多額の町費が支出され、いま
だに安全ではない状態である。
　消防組合負担金は、引き続き公平性が図られ
るよう、諦めないで、頑張ってという内容のも
のである。

前田　隆議員
調査を望む
大事な道路だからこそ、調査をしてか

ら進めたほうがいい。
小川　香織議員

すべての人にやさしい施設を
予算がないから誰かに不自由を強いる

ということではなく、快適にそして安全に利便
性も高い施設整備を望む。

上園　ミキ議員
賛成
討論

賛成
討論

賛成
討論

反対
討論

附帯決議を可決
当初予算に対する“議会の意見”
　各事業にとりかかるときなど、「こんなことに気を付けてね」「こんなことも検討してみたら？」
「その姿勢を貫いてほしい」など４つの意見（附帯決議）を伝えました。

❶ 池之原大隅線改良舗装事業
　池之原大隅線改良舗装事業については、再
度、十分な調査と精査を行い、事業の実施にあ
たり、懸念される「にぎやかタウン雪山」の土
地陥没の課題に対し、真摯に向き合い抜本的な
対策を講じて安全性の確保に努めてほしい。

❸ 防災施設新築工事と防災施設外構工事
　安全面や利便性の観点から、屋内外の段差
の解消や駐車場に屋根を設置するなどして、
全ての人に優しいユニバーサルデザイン化の
推進に努めてほしい。

❷ 大隅肝属地区消防組合負担金
　当議会から選出している２名の消防組合議
会議員と町長が協力し、市町間における消防
組合負担金の不平等を解消するため様々な働
きかけを行っていたが、本町の主張は実現す
ることなくこれまでどおりの消防組合負担金
が確定した。
　今後においても諦めずに、消防組合負担金
の算出方法の見直しについて、構成市町と協
議を進めて、消防組合負担金の公平性が図ら
れるように努めてほしい。

❹ 公用車購入事業
　町の公用車に、ゼロカーボン・ドライブに
該当するものがないのであれば、次世代自動
車の調達を最低基準として、温室効果ガスの
排出をゼロにするカーボンニュートラルに率
先して取り組むためにも、プラグインハイブ
リッド車の購入に努めてほしい。
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円
山
公
園
周
辺
施
設
の
使
用
ル
ー
ル
決
ま
る

　

使
用
料
や
使
用
時
間
、
施
設
管
理
等
に
つ
い
て
決
め
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。●

ド
ー
ム
ハ
ウ
ス（
１
泊
２
日
４
名
ま
で
）

　
１
万
２
０
０
０
円

※�

最
大
６
名
ま
で
宿
泊
可
能
で
、
追
加
料
金
が
発

生
し
ま
す
。

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト

　
（
七
輪
、
あ
み
、
炭
）　　
　

１
０
０
０
円

●
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
（
１
台
）

　
１
時
間	

３
０
０
円

　
１
泊
２
日	

１
５
０
０
円

問
合
せ
先

マ
ル
マ
リ
ン
（
☎
35－

１
８
８
１
）

一
般
出
動
の
報
酬
上
が
る

　

４
月
１
日
か
ら
消
防
団
員

の
一
般
出
動
報
酬
が
上
が
り

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
等
の
出

動
や
、
出
会
は
費
用
弁
償
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
…

一
般
出
動　
（
1
日
あ
た
り
）

５
２
０
０
円+

５
０
０
円

８
０
０
０
円+

５
０
０
円

５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

　

 

一
般
出
動
は
ど
こ
か
ら

が
開
始
で
、
ど
こ
ま
で
が
終

了
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

　
 

開
始
は
サ
イ
レ
ン
と
同

時
に
開
始
。
終
了
は
、
片

づ
け
、
ホ
ー
ス
格
納
、
分

団
長
の
解
散
式
ま
で
。

質

疑

問答

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

櫛
下　
昭
男　
氏　
（
71
歳
）

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
再
任
を

決
め
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
４
月
１
日

～
令
和
７
年
３
月
31
日
で
す
。

人　
事

陳　
情

陳
情
者
代
表　

東
串
良
地
区
理
事　
　

鶴
丸　

千
尋

審
査
報
告　
市
町
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

本
町
へ
の
要
望
額
の
明
確
な
提
示
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
陳
情
者
に
お
い
て
は
、
事
業

規
模
の
見
直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
経
費

の
削
減
を
試
み
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員

か
ら
は
、
県
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
の
で
地
元

県
議
に
相
談
し
て
県
へ
助
成
を
依
頼
し
た
り
、

経
済
連
や
Ｊ
Ａ
き
も
つ
き
へ
も
支
援
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

総
合
振
興
計
画
決
ま
る

　

今
後
10
年
間
の
将
来
の
ま
ち

の
姿
や
方
向
性
を
示
す
第
６
次

総
合
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、

こ
れ
を
決
め
ま
し
た
。

　

総
合
振
興
計
画
で
は
、「
個
性

豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
」
を
基

本
理
念
に
５
つ
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

自
然
と
調
和
し
た
躍
進
す
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

②�

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

③�

健
康
で
生
き
が
い
と
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

④�

あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
な

人
づ
く
り
・
文
化
づ
く
り

⑤�

住
民
参
加
に
よ
る
共
生
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他

陳
情
者
代
表

　

栗
町
振
興
会
長　

永
峯　

博
文

審
査
報
告　

幅
員
４
～
４
．
５

ｍ
、
延
長
１
９
３
．
３
ｍ
の
町
道

で
、
本
線
沿
い
に
は
宅
地
が
15
筆

あ
り
、
約
20
人
の
住
民
の
生
活
道

路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
陳
情
者
か

ら
は
、
幅
員
が
狭
く
自
動
車
の
離

合
な
ど
日
常
の
通
行
に
支
障
が
あ

る
こ
と
や
、
以
前
、
救
急
車
両
の

進
入
等
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
の
、

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
住
宅
密

集
地
で
あ
る
が
、
救
急
車
も
通

れ
な
い
道
路
状
況
で
あ
り
、
早

急
な
対
策
の
必
要
性
を
附
帯
決

議
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

町
道
寺
町
線
の
道
路
拡
幅
に
つ
い
て

東
串
良
選
果
場
新
築
工
事
の
助
成
に
関
す
る
陳
情
書

条例等

ピーマンの選果場
築 33年が経過

きゅうりの選果場
築 27年が経過

4.5m
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オ
ン
ラ
イ
ン
を 

活
用
し
た
委
員
会
が 

可
能
に

　

議
員
が
や
む
を
得
な
い
理
由

（
災
害
時
や
自
宅
待
機
中
、
介
護
、

育
児
中
等
）
で
、
委
員
会
の
開

催
場
所
へ
行
け
な
い
場
合
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
委
員
会
に

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

委
員
会
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
伴
い
開
催
方
法
や
傍
聴
の
取

り
扱
い
等
も
見
直
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
開
始
時
間 

10
時
を
９
時
へ
改
正

　

議
会
の
本
会
議
を
９
時
か
ら

開
け
る
よ
う
に
す
る
等
、
会
議

規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

発　
議

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
の
場
合
は
、

費
用
弁
償
な
し

　

議
員
に
は
、
委
員
会
等
へ
の

出
席
に
あ
た
り
一
日
１
０
０
０

円
の
費
用
弁
償
（
旅
費
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

委
員
会
に
出
席
し
た
場
合
は
、

こ
の
費
用
弁
償
は
支
給
し
な
い

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」の

７
月
20
日
へ
の
固
定
化
を

求
め
る
意
見
書

●
提
出
者　
児
玉 

勇
治 
議
員

●
意
見
書
の
主
な
内
容

　

わ
が
国
と
海
と
の
歴
史
的
、

文
化
的
お
よ
び
経
済
・
社
会
的

な
関
わ
り
な
ら
び
に
海
の
日
制

定
の
歴
史
的
経
緯
等
を
踏
ま
え
、

国
民
が
海
の
大
切
さ
を
理
解
し
、

そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
の
安

全
お
よ
び
環
境
保
全
に
つ
い
て

思
い
を
馳は

せ
る
機
会
と
す
る
た

め
に
も
、「
海
の
日
」
を
７
月
20

日
に
固
定
化
す
る
こ
と
。

●
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣

議員同士で話し合って、ウクライナ市民の救援活動を支援するため寄付しました。

現地の人たちの安全確保と救済を
　ウクライナは日本と同様非核三原則をうたっ
ている。日本は過去に核を体験する歴史を持っ
ている。そのため、国連総会の緊急特別会合に
おいて採択された決議を受け入れ、攻撃停止、
また現地在留邦人の安全確保とウクライナ国民
の救済に努めていただきたいと思っている。ま
た、これは日本だけでは難しいことであるので、
国際社会と緊密に連携し、厳格な対応を行うよ
う要請してほしいと思う。

小川 香織 議員 瀨戸山　譲一議員
経済制裁は逆効果

　経済封鎖、経済制裁をアジアで行っているのは日
本と韓国と台湾だけである。世界では、ＥＵと数か
国だけである。やみくもに経済封鎖や経済制裁をす
ることで日本の不利益にもつながっていかないか、
その辺も真剣に考えて、よく考えてやっていかない
と困るのは自分たちだということをしっかり肝に銘
ずるべきじゃないかと思う。真剣に周りの状況もしっ
かり見ながら、いろんな要素を勘案しながら決議を
やっていかないと大変なことになるのではないか。

ウクライナ決議への
　討 論
賛成
討論

反対
討論

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に

断
固
抗
議
す
る
決
議
を
可
決

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力

侵
攻
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
著

し
く
損
な
う
暴
挙
で
あ
り
、
武
力
の
行
使

を
禁
ず
る
国
連
憲
章
・
国
際
法
の
重
大
な

違
反
で
あ
る
。

　

こ
の
事
態
は
、
欧
州
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
が
位
置
す
る
ア
ジ
ア
を
含
む
国
際
社

会
に
お
け
る
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
極

め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
り
、
核
に
よ
る
威

嚇
・
牽
制
は
地
球
上
の
全
人
類
に
と
っ
て
、

断
じ
て
容
認
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
い

か
な
る
国
に
お
い
て
も
人
間
と
し
て
、
暴

力
と
脅
迫
は
決
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

　

東
串
良
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
今

回
の
武
力
攻
撃
及
び
侵
略
に
対
し
、
ロ
シ

ア
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
国
連

総
会
の
緊
急
特
別
会
合
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
決
議
を
受
け
入
れ
、
即
時
の
攻
撃
停

止
と
完
全
撤
退
を
強
く
求
め
る
。

　

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
現
地
在
留

邦
人
の
安
全
確
保
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の

救
済
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

緊
密
に
連
携
し
、
厳
格
な
対
応
を
行
う
よ

う
要
請
す
る
。
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議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。
表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。
※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

件　　名
賛否の意思表示

議決結果小
　
川

児
　
玉

瀨
戸
山

牧
　
原

西
　
園
泊
前
　
田

上
　
園

宮
　
地

田
之
畑

３
月
議
会

人　　 事 固定資産評価審査委員会委員の選任（櫛下 昭男氏） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

専 決 処 分
専決処分の承認（令和３年度東串良町一般会計
補正予算（第10号）） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

 解説  非課税世帯への特別給付金等5,517万円を追加し、総額68億6,816万円としました。

そ の 他 東串良町総合振興計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

条　　 例

東串良町円山公園周辺施設条例 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

東串良町消防団の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  「東串良町消防団」の設置根拠を決めて既存の条例を廃止し、定員等については別に定めました。

東串良町消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  民間との均衡を図るため、議員の期末手当支給率を0.1月分（3.35→3.25月）引き下げま
した。また、令和４年６月分の期末手当から昨年12月の期末手当引き下げ相当額を調整します。

東串良町特別職の職員の諸給与に関する条例
の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  町長、副町長、教育長の期末手当支給率を引き下げたもので、内容は上記の議員と同じです。

東串良町職員の給与に関する条例の一部改正 × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ × - 原案可決

 解説  民間との均衡を図るため、職員の期末手当支給率を0.15月分、再任用職員の期末手当支給率を0.1月
分引き下げました。また、令和４年６月分の期末手当から昨年12月の期末手当引き下げ相当額を調整します。

東串良町第１号会計年度任用職員の報酬、期末
手当及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  民間との均衡を図るため、期末手当支給率を0.15月分（2.55→2.4月）引き下げました。

東串良町第２号会計年度任用職員の給与に関
する条例の一部改正 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  改正内容は上と同じ。

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  職員等の育児休業等の取得要件や取得しやすい勤務環境の整備を講じることを決めました。

東串良町公営住宅条例の一部改正 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  延滞金の徴収は不適切なため、条文を削りました。

３月議会
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件　　名
賛否の意思表示

議決結果小
　
川

児
　
玉

瀨
戸
山

牧
　
原

西
　
園
泊
前
　
田

上
　
園

宮
　
地

田
之
畑

３
月
議
会

令 和3年 度
補 正 予 算

一般会計（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  各種事業費確定により1億1,320万円を減額し、総額67億5,496万円としました。

国民健康保険特別会計（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  国民健康保険基金積立金等2,385万円を追加し、総額11億1,539万円としました。

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  施設介護サービス等給付費等8,720万円を減額し、総額9億1,178万円としました。

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  会計年度任用職員報酬等244万円を減額し、総額417万円としました。

後期高齢者医療特別会計（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説  被保険者保険料等19万円を追加し、総額1億699万円としました。

令 和4年 度
当 初 予 算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - 原案可決

国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

発　　 議
（ 決 議・
意 見 書）

東串良町議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

東串良町議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議
する決議 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

「令和４年度東串良町一般会計予算」に対する
附帯決議（案） ○ × × × ○ ○ ○ ○ × - 原案可決

陳　　 情

陳情第11号　柏原小学校正門に通じる柏原橋
交差点カーブ道路の拡幅改修に関する陳情書
の取下げの件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 許　　可

 解説  陳情箇所が県有地であることと、町当局の交通安全対策に期待することから陳情取下申出
書が提出され、陳情の取下げを決めました。

東串良選果場新築工事の助成に関する陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採　　択

町道寺町線の道路拡幅について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採　　択

☆役場１階ロビー本棚
☆福祉センター
☆総合センター
是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置
【東串良町HP】
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一 般 質 問 町
政
を
問
う

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般に 
わたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁を 
あわせて１人 60 分以内となっています。

宮地　利雄（15ページ）
⃝�寄附先として選ばれる	
独自性を問う
⃝�柏原振興のために協議会を設
置しないか

西園　貞美（16ページ）
⃝�災害時は携帯等に警報は	
鳴るか
⃝�選果場新築に億単位の助成は
できないか

泊　重巳（19ページ）
⃝�今後も定住促進事業は	
続けるのか
⃝�姉妹都市の選考は

小川　香織（17ページ）
⃝�副反応等への相談窓口を	
設置しないか
⃝�全町民が買いやすい商品券の
発行を検討されたい

瀨戸山　譲一（18ページ）
⃝ �SDGs の推進に	
リーダーシップを取る気概は 

⃝�災害に対し議論できる場を	
提案したい

児玉　勇治（20ページ）
⃝�検査医療費の無償化は	
できないか
⃝�おおすみ未来会議との連携は

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常
任委員会が編集したものです。
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ふ
る
さ
と
納
税
が
、
本

町
の
一
般
財
源
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
金
額
的
に
も
億
単
位
の
財

源
に
な
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
増
や

す
か
。

　

私
は
、
一
つ
の
大
き
な
町
独
自

の
特
色
を
持
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
大
崎
町

の
議
員
に
話
を
聞
く
と
、
大
崎
町

は
相
当
な
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

が
集
っ
て
い
る
。
町
が
ご
み
を
燃

や
さ
な
い
と
い
う
点
で
全
国
的
に

非
常
に
有
名
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、

全
国
か
ら
こ
の
取
り
組
み
へ
の
賛

同
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

本
町
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
今
後
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
本
年
度
初
め
て
10
億
円
を
突

破
し
た
。
全
国
の
皆
様
が
、
本
町

の
特
産
品
で
も
あ
る
返
礼
品
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
証
だ

と
思
っ
て
い
る
。
町
税
等
の
歳
入

額
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
で
町
の
自
主
財

源
確
保
が
図
れ
た
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町
と
返
礼

品
事
業
者
が
常
に
連
携
を
図
る
。 

ま
た
、事
業
者
同
士
が
協
力
し
合
っ

て
返
礼
品
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

ば
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
商
品
を
全

国
の
寄
附
者
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
、
町
内
産
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
な

る
と
思
う
。

　
　

�

柏
原
振
興
の
た
め
に	

協
議
会
を
設
置
し
な
い
か

　
　

�

こ
こ
３
年
、
東
串
良 

未
来
研
究
室
で 

意
見
交
換
を
行
っ
た

　
　
　
　

柏
原
地
域
の
振
興
策
だ

が
、
柏
原
の
ほ
う
は
な
か
な
か
人

口
増
と
い
う
ふ
う
に
い
か
な
い
。

議
員
控
室
に
は
、
柏
原
海
岸
活
性

化
整
備
構
想
図
と
い
う
の
が
貼
っ

て
あ
る
。
多
分
あ
れ
は
石
油
備
蓄

基
地
が
建
設
さ
れ
た
前
後
の
作
成

だ
っ
た
。
柏
原
海
岸
を
多
く
の
観

光
客
も
来
れ
る
よ
う
な
施
設
が
並

ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
保
安
林
、
国
定
公
園
、

そ
し
て
漁
業
権
と
の
関
係
が
あ
る
。

様
々
な
問
題
が
絡
ん
で
、
簡
単
に

あ
そ
こ
に
手
を
つ
け
る
と
い
う
こ

と
は
一
定
の
難
し
さ
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
専
門
家
を
含
め
た
柏
原
地

域
振
興
計
画
協
議
会
な
ど
を
立
ち

上
げ
て
、
意
見
を
出
し
合
え
ば
ど

う
か
。
先
ほ
ど
の
整
備
構
想
図
に

は
、
海
釣
り
公
園
も
あ
る
。
親
子

連
れ
で
釣
り
に
来
れ
る
場
所
も
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
。
そ
れ
か
ら
海

の
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
点
で
は
何
と

言
っ
て
も
、
海
水
浴
場
が
必
要
で

は
な
い
か
。
錦
江
湾
の
ほ
う
で
は
、

ブ
イ
を
つ
な
い
で
、
沖
の
ほ
う
に

お
客
が
行
け
な
い
状
態
で
、
海
水

浴
場
を
設
置
し
て
い
る
場
所
も
あ

る
。

　
　
　
　

柏
原
海

岸
は
、
河
川
の
流

末
の
状
況
も
あ
り
、

台
風
の
た
び
に
浜

が
け
も
で
き
た
り

海
岸
が
変
わ
っ
て

く
る
。

　

松
林
な
ど
白
砂

青
松
の
柏
原
地
域

の
資
源
を
生
か
し

た
整
備
を
行
っ
て

き
た
。
に
こ
に
こ

館
の
集
落
支
援
員

に
よ
る
買
物
支
援

も
引
き
続
き
継
続

す
る
。

　

幅
広
い
振
興
計

画
協
議
会
な
ど
を

立
ち
上
げ
、
意
見
を
出
し
合
う
場

を
提
供
す
べ
き
と
の
こ
と
だ
が
、

町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年

間
、
東
串
良
未
来
研
究
室
を
立
ち

上
げ
、
意
見
交
換
の
内
容
は
町
広

報
誌
で
も
町
民
の
皆
様
へ
情
報
提

供
し
た
。

宮 

地
町 

長

宮 

地

町 

長

宮地  利雄 議員宮地  利雄 議員

Ｑ．
Ａ．事業者同士の

商品開発に期待

寄附先として選ばれる
独自性を問う

地域資源の活用を望む地域資源の活用を望む
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我
が
町
は
、
緊
急
災
害

時
に
携
帯
電
話
等
に
警
報
が
鳴
る

の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

本
町
で
は
、
避
難
指
示

等
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
に
よ
る
周

知
の
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に

よ
る
周
知
が
可
能
で
あ
る
。
携
帯

電
話
に
は
、
警
報
が
通
信
さ
れ
る

も
の
と
思
う
。

　
　
　
　

海
岸
沿
い
は
、
緊
急
警

報
は
入
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

１
月
16
日
、
ト
ン
ガ
沖
地
震
の
注

意
報
が
あ
っ
た
が
、
柏
原
海
岸
で

は
入
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
機
会

が
あ
れ
ば
点
検
等
を
し
て
ほ
し
い
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
緊
急
警
報
が

入
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
す

る
の
で
、
こ
こ
は
検
討
し
て
十
分

対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�

選
果
場
新
築
に
億
単
位
の

助
成
は
で
き
な
い
か

　
　

�

Ｊ
Ａ
の
資
金
力
に
基
づ
き

整
備
す
る
こ
と
が
原
則
と

考
え
る

　
　
　
　

東
串
良
選
果
場
新
築
工

事
の
助
成
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

の
選
果
場
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
町
と
し
て
全
２
回
の
会

議
に
出
席
し
て
い
る
。

　

町
は
、
令
和
３
年
３
月
に
整
備

し
た
東
串
良
町
農
林
漁
業
振
興
支

援
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、
今

般
の
選
果
場
更
新
を
対
象
と
す
る

２
０
０
０
万
円
を
上
限
と
し
た
助

成
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

町
内
に
二
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
品
が
あ
る
町
は
な
い
。
我
が
町

だ
け
で
あ
る
。
町
長
の
答
弁
で
は

２
０
０
０
万
円
と
い
う
話
だ
っ
た

が
、
せ
め
て
億
単
位
で
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
の
ほ
う
に
も
質
問

書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
見

て
回
答
し
た
い
。
選
果
場
は
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
き
も
つ
き
の
資
金
力
に
基

づ
き
可
能
な
範
囲
で
整
備
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

今
後
の
ピ
ー
マ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

こ
の
先
、
供
給
量
は
維

持
さ
れ
な
が
ら
国
内
の
野
菜
需
要

が
減
少
す
る
こ
と
で
、
価
格
は
低

下
傾
向
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
面
積
の
小
さ
な
零れ

い

細さ
い

農
家
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

経
営
環
境
と
な
り
、
農
業
法
人
な

ど
大
規
模
な
生
産
者
が
増
加
す
る

も
の
と
思
う
。
現
状
の
有
利
販
売

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
相
当
な

創
意
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
都
市
部
へ
向
け
た
積
極

的
な
新
規
就
農
支
援
や
農
業
法
人

の
加
入
を
含
め
た
柔
軟
な
組
織
運

営
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

町
長
は
以
前
、
農
業
公

社
は
つ
く
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
。

ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
を
増
や
す

気
が
あ
れ
ば
農
業
公
社
を
つ
く
り
、

後
継
者
の
育
成
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

公
社
の
設
立
の
件

に
つ
い
て
は
、
近
隣
町
の
動
向
も

見
な
が
ら
、
＊

技
連
会
等
で
も
検

討
し
て
い
る
。
調
査
研
究
し
て
、

実
現
が
で
き
る
よ
う
な
方
向
性
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

＊
…�

「
東
串
良
町
農
林
技
術
員
連

絡
協
議
会
」
の
略
称

西 

園
町 

長
西 
園

西 

園

町 

長
西 

園
町 

長
西 

園
町 

長

西 

園

農
林
水
産
課

Ｑ．
Ａ．携帯電話に警報が

通信される
西園  貞美 議員西園  貞美 議員

災害時は携帯等に
警報は鳴るか

老朽化のため新築を計画しているＪＡ選果場老朽化のため新築を計画しているＪＡ選果場
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ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
後

遺
症
や
副
反
応
が
で
た
人
は
町
内

に
い
る
か
、
そ
の
情
報
を
把
握
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

副
反
応
は
、
医
学
的
な

専
門
知
識
も
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
町
が
後
遺
症
や
副
反
応
に
関

わ
る
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
は
適

切
で
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

後
遺
症
や
副
反
応
が
出
た
場
合
、

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

国
、
県
、
町
そ
れ
ぞ

れ
の
法
に
基
づ
く
役
割
を
も
っ
て

現
在
事
業
に
当
た
っ
て
い
る
。
町

が
状
況
の
把
握
を
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
相
談
を

受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置
し
て
い

な
い
。

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
が
不
安
を
抱
い
て

い
る
。
そ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

検
討
し
、
進
め
て
い
く
必
要
が
な

い
か
。
安
心
し
て
接
種
で
き
る
環

境
の
構
築
を
図
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　

役
割
は
、
国
、
県
に

あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　
　

�

全
町
民
が
買
い
や
す
い

商
品
券
の
発
行
を

　
　

�

交
付
金
要
綱
や
昨
年
の

実
績
等
も
踏
ま
え
、 

検
討
し
た
い

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
本
町
で
行
わ

れ
て
き
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

大
変
好
評
で
あ
る
と
耳
に
す
る
。

「
あ
ま
び
え
ル
ピ
ノ
ン
商
品
券
」

は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
１
０
０
％
で

購
入
者
の
購
買
力
促
進
に
も
つ
な

が
る
事
業
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
販
売
金
額
が

高
額
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い
た
。
家

庭
の
経
済
状
況
の
差
で
購
入
で
き

る
家
庭
と
購
入
で
き
な
い
家
庭
が

生
じ
た
。
こ
の
話
を
聞
き
、
経
済

格
差
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
不

平
等
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
お
け
る
経
済
の
落
ち

込
み
や
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
生
活
費

へ
の
影
響
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

ス
ク
ラ
ム
高た

か

槻つ
き

は
現
金
２
０
０
０

円
で
５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を

発
行
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
・
禍
に
よ

る
体
調
不
良
や
行
動
制
限
が
あ
り

期
限
内
に
申
込
み
が
困
難
な
住
民

に
も
配
慮
し
た
申
請
が
求
め
ら
れ

て
く
る
と
思
う
。
今
後
、
類
似
す

る
事
業
計
画
で
は
、
全
て
の
町
民

が
購
入
し
や
す
く
生
活
支
援
も
兼

ね
た
商
品
券
の
発
行
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
全
て
の
町
民
が
買
い

や
す
い
商
品
券
の
発
行
（
購
入
金

額
、
申
請
方
法
、
期
間
）
に
つ
い

て
検
討
で
き
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、

具
体
的
計
画
は
な
い
。
令
和
４
年

度
の
国
か
ら
提
示
さ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
要
綱
や
Ｑ
＆
Ａ

を
確
認
し
た
上
で
、
実
施
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
昨
年
の
実
績
等

も
踏
ま
え
て
、
内
容
を
検
討
し
た

い
。

　
　

�

医
療
的
ケ
ア
児
の	

相
談
が
で
き
る	

職
員
の
配
置
は

　
　

�

新
た
に
設
置
は
し
な
い

　
　
　
　
（
医
療
的
ケ
ア
児
に
対

し
て
）
専
門
性
の
あ
る
相
談
職
員

の
配
置
は
あ
る
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
相

談
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
在
り
方

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

障
害
者
福
祉
計
画
等
に

示
し
た
医
療
的
ケ
ア
児
等
へ
の
支

援
体
制
は
、
肝
属
地
区
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
た

に
専
門
性
の
あ
る
相
談
職
員
を
配

置
す
る
考
え
は
な
い
。
ま
た
、
い

つ
で
も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
内
に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　

専
門
の
相
談
員
の
配
置

は
な
い
。
し
か
し
、
医
療
的
ケ
ア

の
レ
ベ
ル
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
な

り
に
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
存

在
す
る
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

令
和
４
年
度
町
長
施
政
方
針
に
つ

い
て
（
水
産
業
）、
防
災
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※�

内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

小 

川
町 

長
小 
川

福
祉
課
長

小 

川
福
祉
課
長

小 

川

町 

長
小 

川

町 

長
教
育
長

小川小川    香織 議員香織 議員

Ｑ．
Ａ．町が状況把握するのは

困難とみている

副反応等への
相談窓口を設置しないか
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瀨戸山  譲一 議員瀨戸山  譲一 議員

Ｑ．
Ａ．町民への私の思いを

盛り込んだ

町長は過疎計画作成に
どう関わったか

　
　
　
　

東
串
良
町
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
は
、
ど
の
よ
う
な

手
順
で
作
成
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
。
過
疎
計
画
作
成
を
担
当
課

長
へ
指
示
し
た
。
関
係
課
に
５
年

間
の
事
業
計
画
を
依
頼
し
、
そ
れ

を
取
り
ま
と
め
た
上
で
県
と
協
議

を
行
い
、
県
よ
り
異
議
が
な
い
こ

と
の
確
認
が
な
さ
れ
た
後
、
昨
年
、

９
月
定
例
会
に
提
出
し
た
。

　
　
　
　

町
長
は
、
こ
の
計
画
書

作
成
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
。

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
、

若
者
に
ロ
マ
ン
を
、
お
年
寄
り
に

愛
を
と
い
う
、
私
の
思
い
を
、
職

員
に
伝
え
作
成
し
た
。

　
　
　
　

町
長
が
あ
る
意
味
権
限

を
持
っ
て
、
各
課
長
に
つ
く
っ
て

も
ら
う
よ
う
な
形
を
取
ら
な
い
と
、

何
も
意
味
が
な
い
と
思
う
。

　

社
会
は
変
化
す
る
、
計
画
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
そ
こ
に
修
正

あ
る
い
は
追
加
事
項
が
添
え
ら
れ

る
か
。

　
　
　
　

過
疎
計
画
に
な
い
新
規

の
事
業
の
追
加
や
、
計
画
に
よ
る

事
業
費
の
大
幅
な
増
加
が
あ
る
場

合
に
は
、
過
疎
計
画
変
更
の
議
案

を
提
出
し
て
い
く
。

　
　

�

町
長
室
の
パ
ソ
コ
ン
を

ど
う
活
用
し
て
い
る
か

　
　

�

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る

　
　
　
　

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
へ
動
き
始
め
た
。
町
長
は
こ
の

こ
と
を
、
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
る

か
。

　
　
　
　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
会

議
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
い
ず
れ
も

避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
業
務
効

率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

正
に
＊

Ｄ
Ｘ
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

一
方
、
コ
ス
ト
や
導
入
の
上
で
、

会
議
以
外
の
副
次
的
な
効
果
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

　
　
　
　

町
長
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
行
政
の
取
組

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
べ
き

で
あ
る
。

　

町
長
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
ど
の
よ

う
に
利
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

情
報
発
信
は
各
課
に
お
い
て
、
随

時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
を
行
っ
て

い
る
。

＊
…�

「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
Ｄ

Ｘ
と
表
す
。
デ
ー
タ
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
変
革

す
る
こ
と
。

　
　

�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を	

取
る
気
概
は

　
　

�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は 

発
揮
し
て
い
る

　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
気
概
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
発
揮
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

掲
げ
る
目
標
は
、
ス

ケ
ー
ル
は
異
な
る
も

の
の
、
本
町
の
取
組

と
重
な
る
も
の
が
多

い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
は
従
来
か
ら
、
町

政
の
中
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　
　

�

災
害
に
対
し
議
論
で
き
る

場
を
提
案
し
た
い

　
　

�

関
係
課
と
協
議
し 

進
め
た
い

　
　
　
　

大
規
模
な
地
震
、
気
候

変
動
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
等
に

対
し
、
危
機
管
理
の
で
き
る
行
政

と
し
て
、
真
剣
な
議
論
の
で
き
る

場
を
町
長
に
提
案
し
た
い
が
ど
う

か
。

　
　
　
　

話
合
い
の
場
は
、
関
係

課
と
協
議
し
て
前
に
進
め
た
い
。

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長

柔軟な対応と危機管理を望む（水不足に悩む水田）柔軟な対応と危機管理を望む（水不足に悩む水田）
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泊  重巳 議員泊  重巳 議員

Ｑ．
Ａ．今のところ予定はない

今後も
定住促進事業は続けるのか

　
　
　
　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

定
住
促
進
住
宅
用
地
貸
付
事
業
を

推
進
し
、
第
５
次
の
貸
付
地
も
全

区
画
契
約
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
同
事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
同
事

業
を
行
う
予
定
は
な
い
。
理
由
は
、

定
住
促
進
貸
付
地
の
近
く
で
民
間

資
金
を
活
用
し
た
集
合
住
宅
の
建

設
が
近
年
３
か
所
完
成
し
、
今
後

も
さ
ら
な
る
建
設
の
可
能
性
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　
　

�

ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
が	

も
た
ら
す
経
済
効
果
は

　
　

�

町
内
で
お
金
を
消
費
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る

　
　
　
　

本
年
度
も
ふ
れ
あ
い
の

森
の
町
有
林
に
、
宿
泊
用
ド
ー
ム

ハ
ウ
ス
２
棟
を
建
設
計
画
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

観
光
宿
泊
施
設
と
し
て
、

ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
は
鹿
児
島
県
内
初

で
あ
る
。九
州
で
は
、阿
蘇
フ
ァ
ー

ム
ラ
ン
ド
が
有
名
で
あ
る
。

　

町
内
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
飲
食
店
、

小
売
業
等
の
事
業
者
を
利
用
し
、

お
金
を
消
費
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

�

姉
妹
都
市
の
選
考
は

　
　

�

候
補
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

も
あ
り
進
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　

町
長
は
就
任
以
来
、

ず
っ
と
姉
妹
都
市
を
言
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
選
考
は
決
ま
っ
て
い
な

い
の
か
。

　
　
　
　

姉
妹
都
市
友
好
締
結
の

話
を
持
ち
か
け
て
み
た
い
自
治
体

は
あ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
現

時
点
で
は
、
身
動
き
が
取
れ
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
　

�
池
之
原
大
隅
線
は
交
通
に	

支
障
が
あ
る
の
か

　
　

�

支
障
は
な
い

　
　
　
　

新
規
事
業
と
し
て
、
池

之
原
大
隅
線
改
良
舗
装
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
交

通
に
支
障
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
支
障
は
な
い
。

　
　
　
　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
、
池
之
原
大
隅
線
の
測
量

設
計
管
理
業
務
委
託
料
は
附
帯
決

議
が
さ
れ
た
。
附
帯
決
議
で
は
、

陥
没
に
よ
り
多
額
の
町
費
を
執
行

し
た
「
に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
雪
山
」
が

隣
接
す
る
が
、
そ
の
敷
地
は
、
ま
だ

根
本
的
な
対
策
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
陥
没
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。
町
長
は
こ
の
附
帯
決

議
を
ど
う
思
わ
れ
た
か
。

　
　
　
　

防
災
道
路
上
重
要
な
道

路
で
あ
る
。
今
後
の
町
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
路
線
で
あ
る
。

　
　

�

ど
の
施
設
の
複
合
化
を

考
え
て
い
る
か

　
　

�

可
能
性
は
総
合
セ
ン
タ
ー

と
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

本
町
の
今
後
の
公
共
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
東
串
良

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が

平
成
29
年
３
月
に
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

令
和
２
年
度
に
国
が
基

本
計
画
の
改
定
を
実
施
し
た
こ
と

に
伴
い
、
本
計
画
も
今
年
度
計
画

の
見
直
し
と
個
別
計
画
を
策
定
中

で
あ
る
。
見
直
し
後
の
計
画
に
よ

り
、
適
切
な
管
理
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
総
合
セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
40

年
経
過
し
て
い
る
。
大
規
模
改
修

に
当
た
っ
て
は
、
ど
の
施
設
と
の

複
合
化
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー
と
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
複
合
化
が
ま

ず
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
同
計
画

で
は
、
両
施
設
と
も
維
持
保
全
と

簡
易
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。
施
設

の
複
合
化
の
可
能
性
も
維
持
し
つ

つ
、
両
施
設
に
つ
い
て
は
必
要
に

応
じ
改
修
を
行
う
。

　
　
　
　

公
共
施
設
等
整
備
基
金

が
２
億
円
ほ
ど
あ
る
が
、
基
金
を

積
む
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

２
５
０
０
万
円
の
積
立

金
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
的
に
基
金
を
積
立
て
、

公
共
施
設
の
更
新
及
び
維
持
補
修

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

小
中
学
校
の
い
じ
め
と
不
登
校
の

状
況
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
学

習
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※�

内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

泊町 

長泊町 

長

泊町 

長泊町 

長泊

町 

長泊町 

長

泊町 

長泊町 

長
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児玉　勇治 議員児玉　勇治 議員

Ｑ．
Ａ．町の費用負担は

考えていない

検査医療費の
無償化はできないか

　
　
　
　

本
町
で
も
学
級
で
コ
ロ

ナ
が
発
生
し
、
周
辺
の
子
ど
も
た

ち
が
感
染
し
た
実
例
が
あ
る
。
保

健
所
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
指
示
が
な
く

て
も
学
級
担
任
の
状
況
判
断
で
、

周
囲
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
も
、

検
査
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
そ
れ
に
か
か
っ
た
検
査
医
療

費
の
無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
関
が
、

鹿
屋
市
に
４
か
所
、
志
布
志
市
に

２
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

検
査
機
関
は
保
健
所
の
指
示
な
し

で
、
感
染
を
心
配
す
る
人
も
受
け

ら
れ
る
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
確
認
や
町
福
祉
課
に
問
合
せ

て
ほ
し
い
。

　

保
健
所
が
必
要
と
認
め
た
行
政

検
査
は
無
料
で
あ
る
。
し
か
し
、

行
政
検
査
以
外
の
検
査
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
町
で
の
費
用
負
担
は

考
え
て
い
な
い
。
近
隣
の
市
町
で
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
一
部
補
助
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
か
し
、
他
の
市
町
に
は
な
い
町

独
自
の
え
が
お
給
付
金
を
町
民
一

人
に
計
４
万
円
給
付
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
給
付
金
を
活
用
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　

本
町
は
既
に
、
感
染
症

対
応
業
務
継
続
計
画
が
作
成
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
業
務
に
支
障

が
発
生
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ

た
と
き
、
職
員
が
対
応
で
き
る
業

務
の
書
面
化
や
教
育
、
訓
練
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

本
町
の
業
務
継
続
計
画

は
、
令
和
２
年
９
月
に
策
定
し
て

い
る
。
教
育
や
訓
練
等
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
な
い
。
業
務
継
続
計

画
書
に
基
づ
く
職
員
の
理
解
と
協

力
に
よ
り
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
、

十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
業
務
継
続
計
画
の
再
確

認
も
各
課
長
に
指
示
し
て
い
る
。

　
　

�

お
お
す
み
未
来
会
議	

と
の
連
携
は

　
　

�

ふ
れ
あ
い
の
森
を 

推
進
し
た
い

　
　
　
　

令
和
４
年
度
予
算
に
、

宿
泊
用
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
２
棟
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
宿
泊
用

ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
２
棟
は
、
い
つ
開

所
予
定
か
。

　
　
　
　

４
月
下
旬
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
周
辺
観
光
や
飲
食
の
経
済

効
果
、
ま
た
、
株
式
会
社
お
お
す

み
観
光
未
来
会
議
と
の
連
携
に
よ

る
観
光
の
構
想
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　

経
済
効
果
は
短
期
的
で

は
な
く
、
中
長
期
的
に
活
性
化
を

図
り
、
新
し
い
旅
行
、
観
光
の
商

品
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

株
式
会
社
お
お
す
み
観
光
未
来
会

議
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ

あ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
を
大
隅
半

島
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
、

旅
行
商
品
化
と
情
報
発
信
の
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
置
の	

援
助
や
助
言
は

　
　

�

サ
ポ
ー
ト
専
門
窓
口
を

案
内
し
て
い
る

　
　
　
　

柏
原
に
バ
イ
ク
ツ
ー
リ

ン
グ
の
憩
い
の
場
を
開
設
し
た
い

と
い
う
話
が
あ
る
。
ラ
イ
ダ
ー
に
、

休
憩
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
歩

い
て
神
武
天
皇
の
発
祥
の
地
、
戸

柱
神
社
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
ド
ー
ム

の
宿
泊
施
設
、
そ
し
て
、
マ
ル
マ

リ
ン
を
回
る
コ
ー
ス
を
想
定
し
て

い
る
。
情
報
発
信
を
本
町
か
ら
全

国
に
し
て
も
ら
う
構
想
も
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち

上
げ
の
問
題
等
が
あ
る
が
、
町
に

相
談
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
援

助
や
助
言
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
休

憩
所
開
設
に
向
け
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
に
つ
い
て
は
、
県
の
許
可
、

認
可
と
な
る
。
町
も
立
ち
上
げ
や

補
助
金
等
の
サ
ポ
ー
ト
専
門
窓
口

を
案
内
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
町

の
ほ
う
に
来
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

令
和
３
年
度
人
口
調
査

結
果
で
、
県
下
５
市
町
村
だ
け
人

口
増
加
が
あ
り
、
本
町
は
37
名
の

増
加
と
あ
っ
た
。
定
住
促
進
住
宅

や
集
合
住
宅
な
ど
の
建
設
が
あ
り
、

住
み
よ
い
町
だ
と
思
わ
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
う
。
今
後
も
、
柏
原

海
岸
、
唐
仁
古
墳
群
、
そ
し
て
、

ひ
っ
と
べ
会
を
中
心
と
し
た
観
光

の
町
と
し
て
、
本
町
が
さ
ら
に
飛

躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

児 

玉
町 

長
児 

玉

町 

長
児 

玉
町 

長
児 

玉

町 

長
児 

玉

町 

長
児 

玉
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みんなで
語ろ会

どの会場も　午後７時開始（90分程度）

「地域の課題について」語りましょう

問合せ先：東串良町議会事務局　☎63-3132（直通）

【参加する際のお願い】
●�会場内では、マスク着用をお願いします。

●�会場入り口に消毒液を設置していますので、入場の際は
ご使用をお願いします。

●�当日、体調がすぐれない方は出席をお控えください。

町民と議会との意見交換会を各地域で開催します。
お近くの会場にお越しください。６月27日（月）

・岩弘中公民館
（対象：岩弘の方）

・池之原上西公民館
（対象：池之原の方）

６月30日（木）
・溜水地区構造改善センター

（対象：川東北部の方）

・防災センター
（対象：川東南部の方）

６月28日（火）
・総合センター 和室
（対象：豊栄の方）

・役場３階 委員会室
（対象：川西の方）

7月1日（金）
・唐仁集落センター
（対象：新川西の方）

・柏原消防会館
（対象：柏原の方）
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委員会
報 告１

．
調
査
日

　

令
和
４
年
１
月
28
日
（
金
）

２
．
出
席
委
員

　

瀨
戸
山　

譲
一　
　

小
川　

香
織

　

児
玉　

勇
治　
　
　

牧
原　

完
治

３
．
調
査
の
概
要

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、
錦

江
町
議
会
が
実
施
し
て
い
る
「
議
会

報
告
会
」
の
運
営
方
法
（
左
記
①
～

⑦
）
に
つ
い
て
、
錦
江
町
議
会
の
協

力
の
も
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

①
開
催
時
期
や
時
間
帯

②��

議
会
報
告
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
計
画
～
意
見
の
対
応
状
況
ま
で
）

③
開
催
場
所
の
選
定
方
法

④
会
場
設
営

⑤
議
員
の
班
編
成
方
法

⑥�

報
告
会
の
会
次
第
及
び
議
員
の
役

割
分
担
（
進
行
役
、
記
録
係
等
）

⑦
町
民
の
参
加
状
況

　

参
加
人
数
の
合
計
が
約
90
人
と
多

い
。
１
世
帯
あ
た
り
の
参
加
制
限
を

設
け
て
い
る
の
か
。

　

制
限
は
し
て
い
な
い
。
理
由
は
、

参
加
者
が
多
け
れ
ば
意
見
も
た
く
さ

ん
出
る
た
め
。

　

意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
町
民
に
投

げ
か
け
な
い
の
か
。

　

投
げ
か
け
は
し
て
い
な
い
。

質

疑

問答問答

みなさんからいただいた意見は、今後、協議や調査を行い、町当局に提言や要望をしていきます。

東串良町に嫁に来て 14年
になります。とてもすてき
な所でよかったです。
（43歳　女性）

にぎやかタウンにも
街灯をつけてほしいです。

（５歳　男性）
議会で

の、そ
れぞれ

の議員
の

みなさ
んの質

問が分
かりや

すく

まとめ
て書か

れてい
るので

、

内容が
とても

分かり
やすく

読みや
すく、

いつも
楽しみ

に読ま
せても

らって

います
。あり

がとう
ござい

ます。

（40歳
　女性

）

いつもご苦労様です。
①ルピナスロードは街灯がな
いのでつけてほしいです。②
池之原小学校正門前横断歩道
は止まってくれない車がいる
ので、押しボタン式の信号機
を子どもたちの安全のために
つけてほしいです。③大隅リー
スの所の通学路は、もう少し
見通し良くならないですか。
（５歳　女性）

いつも町民のため
にありがとうござ

います！！どの市や
町よりも子育てし

やすく、みんなか
ら（町外）うらや

ましがられます。
これからもよろし

くお願いします。（
10歳　女性）

みなさんからの意見
クイズの解答と一緒に寄せられた意見を紹介します。

み
ん
な
で
語
ろ
会
へ
の
参
加
率
増
を
目
指
し

錦
江
町「
議
会
報
告
会
」を
調
査オンラインを活用した初の調査

表紙の晴れ姿いいですね。
おめでとう！！
（79歳　女性）
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議会だよりクイズ　第19弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま
でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、
議会へのご要望など

　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書
カードをお送りします。
●�しめきりは、令和４年６月10日（金）です。（当
日消印有効）
●�あて先　
　�〒893-1693　東串良町川西1543�
東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で
掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第18弾の答え
問題　私たちの町にある唐仁古墳群は、「史跡名勝
天然記念物」として国の指定を受けたことが大塚
神社の境内の案内板に記されています。
今から約何年前に国の指定を受けたのでしょうか。
答え　②約90年前
応募総数６通、正解者３人、正解者３人に図書カードを
進呈しました。（川東・79歳・女性）、（岩弘・43歳・女性）、
（池之原、5歳、男性）

東串良町は今年、町制
施行何周年でしょうか。
①90周年
②100周年

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など

【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム

【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com

【しめきり】令和４年７月11日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くしら」
に採用された方には、
図書カードをお送りし
ます。

●�応募作品は、第154 号
（８月発行）で掲載する
予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

23 東くしら町議会だより
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編
集
後
記

Vol.35

輪
和
話
の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ

　

今
回
は
、
肉
用
牛
農
家
と
そ
の

後
継
者
で
結
成
さ
れ
た
「
東
串
良

町
和
牛
青
年
部
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
東
串
良
町
和
牛
青
年
部
」
は
、

平
成
26
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、
繁
殖
農

家
の
高
齢
化
が
進
み
、
畜
舎
消

毒
な
ど
の
作
業
時
に
転
倒
し
て
危

な
い
と
感
じ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
20
代
～
50
代
前
半

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の

「
ひ
ろ
が
り
」
や
「
つ
な

が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け

て
『
輪
和
話
の
ひ
ろ
ば
』

で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

議
会
だ
よ
り
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
22
名
で
構
成
さ
れ
、
活
動
時
に

は
役
場
と
農
協
職
員
が
２
名
ず
つ

参
加
し
て
い
ま
す
。「
東
串
良
町

和
牛
青
年
部
」
で
は
、
和
牛
振
興

会
員
に
呼
び
か
け
て
、
年
に
２
～

３
回
の
牛
の
除
角
作
業
（
角
切
り
）

や
年
に
４
回
の
畜
舎
消
毒
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
楽
し
み

は
、
農
家
を
訪
問
し
て
話
を
し
た

り
、
作
業
後
の
昼
食
会
や
年
に
１

度
の
忘
年
会
等
で
意
見
交
換
や
こ

れ
か
ら
の
畜
産
に
つ
い
て
語
り
合

え
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
活
動
を
続
け
な

が
ら
、
若
い
世
代
が
畜
産
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

活
動
を
計
画
し
た
い
で
す
。
ま
た
、

今
年
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国

和
牛
共
進
会
に
も
、
青
年
部
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

～
ひ
と
こ
と
～

　
鹿
児
島
県
の
畜
産
発
展
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

（
取
材　
前
田　
隆
）

子牛の除角

牛舎の消毒作業

　

柏
原
海
岸
の
ル
ー
ピ
ン
畑
は
、

満
開
に
咲
き
誇
り
、
黄
色
い
じ
ゅ

う
た
ん
に
誘
わ
れ
た
多
く
の
観

光
客
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。
ま

た
、
田
園
の
緑
も
い
っ
そ
う
新

鮮
な
美
し
さ
が
目
に
映
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
制
90
周
年
記
念
と

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
も
本
町

で
、
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
議

会
で
は
、
み
ん
な
で
語
ろ
会
を
８

地
区
に
分
け
、「
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
町
民
の
声
を
聴
き
、
執
行
部

の
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
分
か
り
や

す
い
「
議
会
広
報
」
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感

想
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

児
玉　

勇
治

東
串
良
町 

和
牛
青
年
部

表紙の案内

　晴天に恵まれた４月17日、柏原海岸周辺は、多くの人たちでにぎ
わっていました。ルーピンを観賞する人、写真を撮る人、ツーリング
する人、海辺で遊ぶ人など楽しそうな笑い声が聞こえてきました。
　ピクニックをしている女性に声をかけたところ「先週ルーピンの近
くでお弁当を食べてたら、トンビに襲われて、今日はそのリベンジで
きました」と、笑いながら話してくれました。


